
7 さやばね ニューシリーズ　No. 39

SAYABANE  N. S.  No. 39September 2020

の永山駿氏，石井桃子氏，阿部昌一氏，竹内和雄氏，
馬目友美氏，北杜市オオムラサキセンターの青木
佑磨氏，臺宏祐氏，細田楓氏，稲垣拓也氏，文献
をご恵与いただいた猪田利夫博士，トビケラにつ
いてご教示いただいた倉西良一博士，司村宜祥氏，
増渕翔太氏，三田村敏正氏に深謝申し上げる．
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【短報】ワタナベシリブトジョウカイの多数採集例
ワタナベシリブトジョウカイ Yukikoa watanabei 

Takahashi は，群馬県赤久縄山をタイプ産地として
記載された種で，分布は，現時点で秩父山地からの
み知られている．シリブトジョウカイ属 Yukikoa は，
日本特産の属で，8 種が本州に異所的に分布してい
るが （Takahashi, 2003；Okushima & Takahashi, 2010），
いずれの種も個体数が少なく，同時に複数の個体が
採集された例は，ほとんど報告されていないと思わ
れる．筆者の一人吉田は，本種を同じ場所で同一日
に 4 頭まとめて採集した．本属のこのような多数採
集例は，初めての記録と思われるので，採集時の生
態写真を添えて報告する．

4 ♀♀，山梨県小菅村雄滝遊歩道，27. V. 2018，
吉田篤人採集，高橋和弘保管 （図 1）．

採集時は晴天で，採集された場所は渓流沿いにあ
るハシリドコロの葉上であった．発見した時点でま
ず 1 頭を確保し，残り 3 頭については，そのままし
ばらく行動を観察したところ，それらは，1 時間以
上にわたり，触角すらも動かさず静止を続けていた．

なお，この場所では，2019 年にも本種が採集さ
れているのであわせて記録したい． 

1 ♂，同所，8. V. 2019，歳清勝晴採集，高橋保管；
3 ♀♀，同所，2. VI. 2019，吉田採集，高橋保管．

末筆ではあるが，雄個体を採集された歳清勝晴氏
ならびに仲介の労をとっていただいた伊藤淳氏に厚
くお礼申し上げる．
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図 1．ワタナベシリブトジョウカイ．


